
福岡県議会で「ワンヘルス」が議論されました !! 

 

令和７年７月２日（水）、福岡県議会予算特別委員会において自民党の江口善明議員

が「ワンヘルス」について、知事保留質疑を行われました。 

 

 

【質 問】 

 ワンヘルス国際フォーラムの専門性をさらに高めていく取組として、２０２８年開

催の「ワールド・ワンヘルス・コングレス」の福岡誘致があげられます。 

 今年４月には、大会事務局に立候補の提案書を提出しているとのことでしたが、誘致

活動の手応えと知事の決意をお伺いします。 

 

【知事答弁】 

福岡県では、医学、獣医学、農学、また環境分野など、多くの専門家の皆さんがお集

まりになり、ワンヘルス・アプローチによって新興感染症の発生に関連する要因、野生

動物の管理の問題、気候変動といった様々な課題の解決を目指す国際会議「ワールド・

ワンヘルス・コングレス」の誘致を進めているところです。 

この誘致に向けては、世界獣医師会からも応援していただくことが必要であると考え、

昨年８月に、世界獣医師会のラガンス前会長とチャン元会長が来福をされた機会を捉え

て、福岡県議会と連名で要請書をお渡ししたところです。 

今年４月に、２０２８年大会の誘致を目指して事務局にビッドペーパーを提出しまし

た。来年のポルトガル大会で想定されます２０２８年大会の開催地の決定に向けて、福

岡県の魅力をアピールするため、現在、大会役員等の皆さんに、この福岡の魅力を知っ

ていただくために来福を働きかけているところです。 

今後も、「ワールド・ワンヘルス・コングレス」の誘致成功に向けて、福岡県議会の

皆様方とともに取組を進めてまいりたいと考えております。 

 

 



 

【質 問】 

「ワンヘルス国際フォーラム」を一過性のものとすることなく、また、現在整備中の

「ワンヘルスセンター」の研究力強化など、ワンヘルスの知の集積をさらに進めていく

ための今後の展開について、知事のお考えをお伺いします。 

 

【知事答弁】 

「ワンヘルス国際フォーラム」は、幅広い分野における研究成果の発表、あるいは国

内外の専門家の方々による意見交換の機会を設けることにより、最新の知見の習得、ま

た専門家同士の交流の実現を図るものです。 

現在、誘致を進めています「ワールド・ワンヘルス・コングレス」を福岡県で開催す

ることについてのノウハウを習得できることが期待されます。 

こうしたことにより、この「ワンヘルス国際フォーラム」を世界から注目され、発信

力のある国際会議へと発展をさせてまいりたいと考えております。 

「ワンヘルスセンター」については、その中核施設となります福岡県保健環境研究所

において、現在、職員が博士号を取得するための支援や病原体情報・環境測定データな

どを一元管理します「ワンヘルス統合データベース」の構築に取り組み、研究力の強化、

専門人材の育成を図っているところです。 

こうした取組により、ワンヘルス・アプローチによる人獣共通感染症、生物多様性の

損失、また地球温暖化といった、人、動物、環境の各分野にまたがるリスクの解決を図

り、現在そして将来にわたって、福岡県民の皆様の命と健康を守ってまいります。 

 

 

２０２５年７月８日 

福岡ワンヘルス協議会・事務局 

 


